
・・・・ 県北部地区では、大島（外洋側）から岩井崎（気仙沼湾口）にかけて、大型県北部地区では、大島（外洋側）から岩井崎（気仙沼湾口）にかけて、大型県北部地区では、大島（外洋側）から岩井崎（気仙沼湾口）にかけて、大型県北部地区では、大島（外洋側）から岩井崎（気仙沼湾口）にかけて、大型 （付（付（付（付
着期）幼生が着期）幼生が着期）幼生が着期）幼生が増加しており、そろそろ採苗袋の投入時期に入るものと思われます。増加しており、そろそろ採苗袋の投入時期に入るものと思われます。増加しており、そろそろ採苗袋の投入時期に入るものと思われます。増加しており、そろそろ採苗袋の投入時期に入るものと思われます。

・・・・ 一方、県中部地区では、出島（女川）で大型幼生が多く出現していますが、大指一方、県中部地区では、出島（女川）で大型幼生が多く出現していますが、大指一方、県中部地区では、出島（女川）で大型幼生が多く出現していますが、大指一方、県中部地区では、出島（女川）で大型幼生が多く出現していますが、大指
（十三浜）では大型幼生は出現していません。（十三浜）では大型幼生は出現していません。（十三浜）では大型幼生は出現していません。（十三浜）では大型幼生は出現していません。

・・・・ なお、今年の投入時期は昨年よりも早いと予想されますので、いつでも採苗袋のなお、今年の投入時期は昨年よりも早いと予想されますので、いつでも採苗袋のなお、今年の投入時期は昨年よりも早いと予想されますので、いつでも採苗袋のなお、今年の投入時期は昨年よりも早いと予想されますので、いつでも採苗袋の
投入ができるよう、準備等を進めて下さい。投入ができるよう、準備等を進めて下さい。投入ができるよう、準備等を進めて下さい。投入ができるよう、準備等を進めて下さい。

《調査結果の概要》 調査日：5月11日（前回調査日は4月27日）
・ 調査地点の表層水温は８．５～１０．２℃、１０ｍ水温は８．８～９．９℃でした。
・ 県北部地区の岩井崎では、今期初めて大型（付着期）幼生が５個（前回0個）確認され、中小型

幼生も６３個（前回16個）と増加し、試験採苗器にも4/28～5/11までの間に１個のホタテガイ幼生
の付着がありました。

また、大前見（大島）と阿沼（大島）でも、大型幼生が２～１１個（前回3個）、中小型幼生が３７～
４４個（前回32個）と増加しています。

・ 県中部地区の出島（女川）では、大型幼生が33個、中小型幼生が64個と多く確認されましたが
大指（十三浜）では、大型・中小型ともホタテガイの幼生は確認できませんでした。また、出島、
寺間の試験採苗器にもホタテガイ幼生の付着はありませんでした。
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表 浮遊幼生調査結果

ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ他 付着稚貝数

250ﾐｸﾛﾝ以下 250ﾐｸﾛﾝ以上 幼生数 個体／袋

（小型～中型） （大型） 個体/ｍ
3 （投入日-回収日）

岩井崎
５／１１ 10.2/8.8 63 5 4

1
（4/28-5/11）

大前見（大島）
５／１１ 9.4/8.8 44 11 3

阿沼（大島）
５／１１ 9.5/9.9 37 2 3

出島（女川）
５／１１ 9.5/ - 64 33 19

0
（5/2-5/11）

寺間（女川）
５／１１ 8.5/ - - - -

0
（4/30-5/11）

大指（十三浜）
５／１１  - / - 0 0 0

「-」は欠測

調　査　海　域
（調査月日）

水温（℃）
表層／１０ｍ

ホタテガイ浮遊幼生数　個体/ｍ
3


